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印刷を支え加工を活かす

１
９
９
０
年（
平
成
２
年
）５
月
、旭
紙
工
株
式
会
社
に
中
途

入
社
し
た
嶋
隆
信
さ
ん
。本
社
工
場
で
長
年
働
き
続
け
て
い
る

中
で
、心
が
け
て
い
る
点
、苦
い
経
験
や
今
後
の
目
標
に
つ
い
て

伺
い
ま
し
た
。

―
―
ま
ず
は
、
入
社
の
き
っ
か
け

を
教
え
て
い
た
だ
け
ま
す
か
。

友
人
の
紹
介
で
す
。
求
め
て
い
た

仕
事
内
容
だ
っ
た
こ
と
と
、
面
接
の

際
に
常
務
（
現
社
長
）
と
話
が
盛
り

上
が
り
、
入
社
を
決
め
ま
し
た
。
現

在
は
主
に
、
カ
タ
ロ
グ
に
は
が
き
を

糊
で
貼
り
込
む
機
械
作
業
と
、
異
な

る
ペ
ラ
を
揃
え
る
丁
合
の
機
械
作
業

を
担
当
し
て
い
ま
す
。

似
た
よ
う
な
作
業
が
多
く
、
強
く

印
象
に
残
る
よ
う
な
成
功
体
験
は
少

な
い
の
で
す
が
、
自
分
の
中
で
設
定

し
て
い
る
ノ
ル
マ
を
早
い
時
間
で
達

成
で
き
た
時
は
や
り
が
い
を
感
じ
ま

す
。貼

込
仕
事
は
単
価
が
安
い
た
め
、

成
果
を
上
げ
る
べ
く
２
丁
貼
込
を
３

丁
貼
込
に
変
更
す
る
工
夫
を
し
て
、

作
業
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。
入
社
当

初
は
剥
離
紙
の
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
な

ど
、
難
し
く
感
じ
る
作
業
も
多
か
っ

た
の
で
す
が
、
だ
ん
だ
ん
と
慣
れ
て

き
ま
し
た
。

◆創  立  年：1983 年 1月
　※創業 :1963 年
◆年　　商：15億円
◆従業員数：200 人
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―
―
仕
事
を
す
る
う
え
で
、
ど
の

よ
う
な
点
を
大
切
に
し
て
い
ま
す

か
。い

か
に
お
客
様
の
要
望
に
寄
り
添

え
る
か
を
常
に
意
識
し
て
い
ま
す
。

希
望
通
り
に
納
品
す
る
た
め
に
は
、

ど
の
よ
う
な
項
目
を
重
視
す
れ
ば
良

い
の
か
を
考
え
、
そ
れ
に
合
わ
せ
た

検
品
体
制
を
整
え
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
良
い
仕
上
が
り
で
の
納
品
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
ク
レ
ー
ム
を
未
然

に
防
げ
る
よ
う
に
作
業
方
法
を
工
夫

す
る
の
も
仕
事
の
１
つ
で
す
。

―
―
失
敗
し
た
経
験
は
あ
り
ま

す
か
。

貼
込
仕
事
で
、
は
が
き
の
擦
れ
に

気
付
か
ず
そ
の
ま
ま
納
品
し
て
し

ま
っ
た
時
の
こ
と
で
す
。
お
客
様
か

ら
の
ク
レ
ー
ム
で
発
覚
し
、
社
員
数

人
で
納
品
先
に
赴
き
、
再
検
品
を
す

る
事
態
に
。
予
備
も
な
か
っ
た
た
め
、

擦
れ
た
部
分
を
回
収
し
、
消
し
ゴ
ム

で
そ
の
部
分
を
丁
寧
に
除
去
し
、
再

度
納
品
し
ま
し
た
。

原
因
は
、
慣
れ
か
ら
く
る
自
己
判

断
。
何
人
か
で
検
品
を
し
て
い
た
ら

誰
か
が
気
付
い
て
い
た
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
そ
の
手
間
を
怠
っ
た
こ
と

で
、
結
果
的
に
よ
り
多
く
の
人
員
と

時
間
を
浪
費
し
て
し
ま
い
、
当
時
は

か
な
り
落
ち
込
み
ま
し
た
。
そ
れ
以

降
は
、
同
じ
失
敗
を
繰
り
返
さ
な
い

よ
う
、
よ
り
慎
重
な
検
品
体
制
を
経

て
か
ら
納
品
す
る
よ
う
に
心
が
け
て

い
ま
す
。

―
―
最
後
に
、
今
後
の
目
標
を
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

現
在
自
分
が
担
当
し
て
い
る
仕
事

を
、
後
輩
に
し
っ
か
り
と
教
え
て
い

く
の
が
目
標
で
す
。
一
人
ひ
と
り
覚

え
る
速
度
や
、
得
意
不
得
意
も
異
な

る
た
め
、
個
々
に
合
わ
せ
て
指
導
で

き
る
よ
う
工
夫
し
て
い
か
な
け
れ
ば

と
考
え
て
い
ま
す
。

旭
紙
工
は
、
協
力
体
制
が
し
っ
か

り
し
て
お
り
、
と
て
も
働
き
や
す
い

と
感
じ
ま
す
。
何
を
す
べ
き
か
、
ど

こ
に
あ
る
の
か
、
ど
ん
な
会
話
が

あ
っ
た
の
か
な
ど
、
具
体
的
な
状
況

把
握
を
し
た
う
え
で
サ
ポ
ー
ト
し
て

く
れ
る
。
後
輩
た
ち
も
、
そ
の
よ
う

に
周
り
を
見
な
が
ら
、
協
力
し
合
え

る
人
材
に
育
て
上
げ
ら
れ
た
ら
と
思

い
ま
す
。

慣
れ
な
い
作
業
や
失
敗
を
乗
り
越

え
、
ひ
た
む
き
に
仕
事
を
続
け
て
き

た
嶋
さ
ん
。
培
っ
て
き
た
技
術
を
後

輩
に
伝
え
る
た
め
に
も
、
今
日
も
丁

寧
、
正
確
、
そ
し
て
迅
速
に
。
こ
れ

か
ら
も
コ
ツ
コ
ツ
と
成
果
を
積
み
上

げ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。



今回はカレンダー製本に用いられる丁合機、B2をご紹介します。
普段は他部署の方も馴染みのない機械を知るため、
ぜひ記事を読んでみてください！

Q.どのような機械なのでしょうか？
カレンダー製本における、丁合という工程で活躍する機械です。カレンダーは印
刷・裁断・丁合・製本という順番で行われるのですが、丁合というのは表紙から
12月まで、1枚ずつ重ねていく作業。B2は本社工場に１台のみで、15段・４Ｍに
ものぼる大きさです。他の媒体の丁合に用いることもできますが、我々は基本的
にカレンダー製本にのみ使用しています。

カレンダー作り
の必需品

Q.現在の設備はいつ導入されたものですか？
私が入社したのが20年前なのですが、30～35年前から導入されていると
伺っています。カレンダーの性質上、３か月という限られた期間にフル稼働しな
ければならないため、特に当初は不具合が多かったそうです。現在はそれを減
少させるため、稼働前は業者の方に機械の全体を点検・メンテナンスしていた
だいています。

B２が持つ
長い歴史

Q.現在この設備を使用できる方は何名いますか？
私を含め５名です。タイからの実習生の方にも、使用方法を指導中。カレンダー
製本全体の人数は約30名。その中でB2を操る人はカレンダー業務全般に精
通しているベテランが多い印象です。

絶賛研修中

Q.使用上での注意点はどこでしょうか。
使用者が操作ミスをしないことです。丁合の際に入れる順番を間違えてしまう
と、乱丁本が大量にできてしまい、取り返しがつきません。現在、タイの実習生に
も教えているのですが、特にこの点は身振り手振りで念押ししています。余談で
すが、教える際にはまずやらせることを意識しています。実際に体を動かさないと
覚えることはできませんから。彼は学習意欲が高く、覚えも早いため、とても助
かっています。

積み間違いは
気をつけて！

Q.その設備を使用しての
一番思い出に残っていることはなんでしょうか。
200万冊以上のカレンダーを発注されたことです。莫大な量を製本しなければな
らず、工場がパンクしかけました。この出来事を機に、社内物流を簡素化したり、
機械の配置を変更してみたりと様々な改善を試みました。これにより、カレンダー
製本業務の負担軽減に成功。結果としては会社に良い影響があり、実際に
2020年も滞りなく作業を遂行することができました。

失敗は
成功のもと

Q.今後の目標は？
個人の目標としては、2020年にできなかったことに取り組みたいと思います。具体
的には、商品のラベルの手配や作業員への指導。これらを少しおろそかにしてし
まったので、今後は積極的に改善します。チームとしては清掃に気を配れるようにな
りたいと思います。2020年は現場の整頓が整っていない時期があり、そのせいで
現場の混乱が生まれかねない状況でした。今後はメンバー一人ひとりが「気づいた
ときに片付ける」を合言葉に整理整頓に取り組んでいきたいと思っています。

試行錯誤の日々

マルチ部門
中津和典（なかつかずのり）さん
25年以上工場に勤める、こちら
も大ベテラン。B2はもちろん、
他の作業も精力的にサポートし
ていただいており、とても感謝し
ています。

縦横無尽に
働くベテラン

Q.その中で一番「達人」な方を紹介してください。
嶋 隆信（しま たかのぶ）さん
約30年勤務している大ベテラン。耳に障害を持っており、機械の音を聞き取れ
ないのですが、他の五感を駆使してB2を動かしています。機械の音が聞き取れ
ないことで、作業は何十倍も大変になっているはずなのに、難しい素振りも見せ
ずB2を操る姿に脱帽です。

B2を操る
大ベテラン

設 備 紹 介
―丁合機 B2――丁合機 B2―

松尾 剛志さん
 まつお      たけし

工場本部　本社　課長　

私が紹介します！



　　会社の目的
早く帰れて給料の良い会社、かつ情のある会社を目指す。
会社の目的の『早く帰れて給料の良い会社、かつ情のある会社を目指す』という目
的を達成するため、徹底的に機械の回転と稼働率にこだわり、無駄を省く年にして
まいりたいと思います。また、価格の良い仕事を受注するために少しでも川上の方
へ受注先を変えていきたいと思っておりますが、そのために当社の努力すべきこと
は川上に近いお得意先を開拓することと不良を出さないことです。昨年も皆さんの
努力で不良数が少なくなりましたが、お客さんから信頼をされる状態にはまだまだ
程遠いものがあります。是非ともこの目的を達成するために不良をなくしていきたい
ものです。

　　経営理念
・　印刷を支え加工を活かす。
・　職場を人生の道場と定めたゆまぬ努力を続けよう。
・　全従業員の物心ともの幸福を追求する。
・　誠実に良い商品を納品する。

　　当社の判断基準
１.　安全　　2.　顧客満足　　3.　顧客満足

　　テーマ
・　使ったものを元に戻そう。　　・　要らないものは捨てよう。
・　連絡報告をきちんとしよう。　 ・　社内ルールを守ろう。

毎年テーマを掲げて仕事をしておりますが、今年もテーマを掲げました。
今年は『連絡・報告をきちんとしよう』『社内ルールを守ろう』を入れました。『使った
ものは元に戻そう』と『要らないものは捨てよう』は昨年と変わらずに続けたいと思い
ます。『連絡・報告をきちんとしよう』という言葉を今年のテーマに入れた理由は、『連
絡・報告』は会社の生命線です。連絡と報告が適切でない会社は滅びます。どうい
う時に連絡と報告をしなければならないか。
これは立場や仕事の内容により異なりますが、

１.　作業中に異常があったとき
2.　お得意先の指示や指示に変更があったとき
3.　支給されている刷り本や具材に不具合があったとき
4.　クレーム
5.　朝礼などの徹底事項
6.　その他、該当メンバーで共有するべき事項が発生した時 などです。

『連絡報告をきちんとしよう』とは、基本的なこととして下から上には報告、上から下に
は連絡という表現になるかと思われます。従いまして社内で話すことの殆どが連絡報
告になるといっても過言ではありません。また、使ったものを元に戻さない人・要らない
ものを捨てない人と同じくらい、いやそれ以上に連絡報告をしない人が一人存在する
だけで会社の流れが悪くなります。今年は使ったものを元に戻さない人・要らないも
のを捨てない人、そして連絡報告をしない人を出さないように進んでいきたいと思い
ます。次に、『社内ルールを守ろう』については、まずはルールそのものを守れるものか
どうかを見直す必要があります。不良が出た時の勢いでルールを作り変えることが見
受けられますが、まずは不良が出た原因としてルールがおかしいのか、ルールを守ら
なかったのか。そしてルールが徹底されていたかを見直す必要があります。ルールが
おかしければ、きちんと現状に相応しいものに作り変える必要があります。また、新しく
決めたルールには例外なく従わなければなりません。交通ルールはよくできたルール
だと思っております。交通ルールが有るお陰で、車や自転車や歩行者が沢山入り乱
れても交通事故が頻発せずに済んでおります。誰かが急いでいるときは赤信号を守
らなくても良いだとか、どうしても左側が好きではないから右側を走るだとか、ルール
を守らない人が出てくると事故の原因になります。ルールそのものは人間が作るもの
ですから完璧なものができませんが、だからこそ常に見直してより良きものに作り変
える必要があります。また、それを徹底していく必要があります。今年は『社内ルール
を守ろう』をテーマのひとつに加え、ルールの見直しとその徹底、そして例外を許さな
い雰囲気を皆さんと共 に々作ってまいりたいと思います。

あけましておめでとうございます！ 橋野社長に 2021年の抱負を伺いました！

　　会社総論
昨年は日本中が、そして世界中がコロナ一色に染まりました。年の初めには思いもよ
らなかったことが次 と々起こりました。最初はサーズとかマーズのように中国国内の
問題だと思っておりましたが、瞬く間に世界中にコロナが広がり大災害として全人類
を飲み込みました。そのため印刷業界の世界的な行事であるドルッパが中止にな
り、東京オリンピックも延期になりました。このような大災害は私の記憶にはありませ
ん。一体、いつになれば終息するのか。現在のところその兆しすら見ることができま
せん。そしてコロナ感染拡大防止の為、政府が色 な々手を打ちました。その第一が人
の流れを止めることでした。人が動けばコロナが拡大する。コロナの拡大を防ぐため
には人の動きを止めなければならない。その論理は理解できますが、そのことによっ
て経済災害ともいえるくらい経済が極端に落ち込みました。
当社においてもコロナ対策による経済災害の大波を真正面から受けました。４月まで
は比較的順調だったものが、５月６月７月８月と仕事がなくなり見たこともないような赤
字になりました。その時にはたくさんの人に休んでいただきました。しかしながら、９月
からのカレンダーで利益が出始めました。一般物も忙しくなり、最終的には若干では
ありますが賞与も出すことができ、利益を出した状態で昨年を締めくくることができ
ました。印刷業界と一口に言っても様 な々業態があります。金属に印刷をしている業
態。プラスチックに印刷をしている業態。ケースや日用品。または書籍や出版など様々
な業態があります。色 な々印刷の業態がありますが、当社の属する商業印刷分野が
コロナによる経済災害の影響を大きく受けた分野だと思います。その中にあって利益
を出せたことは誠に素晴らしい快挙であると思います。おそらく日本中で当社だけで
はないかというくらい思っております。みなさんのご協力の賜物と心より感謝申し上
げます。
このコロナによる経済災害はすでに乗り越えることができたわけではなく、これから
も経済災害は継続されると思いますし、いつまで続くか予測がつきません。昨年は国
の施策としての経済災害であったため、休業補償など政府からの援助が少なから
ずありましたが、今年はその政府からの援助が見込めないと考えたほうが妥当で
しょう。この経済災害を今年は当社だけの力で乗り越えていかねばなりません。
そのため、営業本部は新規開拓と仕事量の確保を念頭に置いた活動をお願いしま
す。そして工場本部においては不良を出さない事、効率を上げて利益の確保をする
事をお願いします。
世界中のすべての会社の共通点は利益を出さないと生き続けることができないとい
うことです。世界中を覆う大災害の中でも利益を出し続けていかなければならないと
いうことを宣言して私の年頭の所感といたします。

今の当社の課題をお話しておきたいと思います。
昨年は工場内監視カメラを大量に増設し、折り機の店名混入防止カメラを増設し、
中綴じ機のセパキャリを新規で導入いたしました。工場内監視カメラは不良が出た
時の作業記録として非常に重要な役割を果たしてくれております。また、店名混入
防止カメラは折り作業時の店名混入と印刷時での店名混入を検知してくれます。中
綴じ機のセパキャリは検品のしにくい三方断裁不良や中ページの折れこみ、中綴じ
本の店名混入防止に役立っております。総額にすると数千万円の投資をしたわけで
す。これらの投資によってお客様からは安心をしていただける工場に一歩近づきま
したが、それでも不良が発生します。最近に発生している不良は、『片付けができて
なくて混入した』『機械が停止しているのに不良を排除せずに再スタートした』『指示
や連絡が行きわたってなかった』こと等が原因になっています。ほとんどは機械操作
などの教育をきちんとやり直すことで解決できるとは思いますが、防止をするための
センサーもなければ装置もありません。すべて皆さんの注意力や製品を作るための
心がけに頼らざるを得ません。今年は、こういった注意力不足や誠意のない不良を
なくしたいと思っております。
昨今は『物』を売ることから『こと』を売ることに時代が変わっております。例えばジャ
パネットたかたは、電化製品を売ることから電化製品を使う楽しさを売ることに成功
をした第一人者です。車のコマーシャルも『安全』とか『安心』をキーワードにしたもの
に変化をしております。私たちは、印刷会社の下請けをしております。その場合は『安
心』と『信頼』ということを売らなければなりません。
一人一人の協力でお得意先から『安心』と『信頼』を勝ち取れる会社に成長をしたい
と思いますので、どうかよろしくお願いします。

第15弾

寒さで代謝が低下する冬。免疫細胞の働きも悪くなり、病気に対する抵抗力が下がりやすい季節です。特に腸内環境が悪
いと、免疫機能がうまく働かず、細菌やウイルスが体内に入ってきたときに、防ぐことができません。腸内環境を決めるのは腸
内細菌のバランスです。今回ご紹介する腸活と正しい生活リズムで、免疫機能の集中する腸内環境を整え、風邪をひきにく
い体作りを目指しましょう。

今回は、お正月の暴飲暴食や不規則な生活で弱ってしまった
「胃腸」に関する特集です！腸内環境を整えることは、風邪の予防に繋がります。
健康管理にお役立てください！

免疫の要は腸内環境

善玉菌が増えて腸内環境が整うと、「免疫力のアップ」、「便秘を解消し、代謝も良くなる」、「アレルギー症状の改善」、「栄
養素の吸収が良くなる」、「肌がきれいになる」など、様々なメリットを得ることができます。また、腸は第二の脳とも言われてお
り、脳と腸が神経やホルモン情報で繋がることで、体調をコントロールしています。例えば、試験前の下痢や、旅行先での便
秘など、脳がストレスを感じると、腸の運動に異変を起こしてしまうのです。つまり、腸の調子が良いと、脳がリラックスして「気
分が良くなる」、「良質な睡眠がとれるようになる」などの良い影響を受けられるようになります。

腸活のメリット

●起床後にコップ１杯の水を飲む／朝起きて水を飲むことで、腸が目覚め、活性化されます。お腹を冷やさないよう、常温水
か白湯を飲むようにしましょう。
●十分な睡眠で空腹時間を作り、朝食をとる／寝る直前に食事をすると、腸内を掃除する時間が十分に取れず、小腸に食
べかすが残ってしまい、腸内環境が悪化する原因となります。腸内環境を整えるためには、寝る前の飲食を避け、空腹の状
態で十分な睡眠時間を確保することが大切です。また、空腹時間の後に朝食をとると、食べものによって胃が刺激されて、朝
の排便もスムーズになります。
●腸が喜ぶ食事を心がける／「ヨーグルト、納豆、みそ、キムチ、チーズなど」を食べると、善玉菌を生きたまま腸に届けること
ができます。また、「野菜、果物、こんにゃく、海藻、きのこなど」は善
玉菌のエサになります。動物性たんぱく質や脂質の多い食事に
偏らないよう気を付けましょう。
●運動をする／腹筋が弱いと、内臓全体が下がり圧迫されて、
腸の筋肉の動きが弱くなったり、血行不良によってお腹が冷えた
りしてしまいます。運動で腹筋を鍛え、内臓をもとの位置に戻し、
腸の働きを高めましょう。また、小腸や大腸の筋肉の収縮を活発
にするために、適度な有酸素運動を取り入れることも大切です。
毎日20分程度行いましょう。

腸の健康を守るために


